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図１．全ての環境区分の調査コースを南北で分けた

　　　場合の 1コース当たりの観察個体数

羽 /1 コース 羽 /1 コース

図２．明るい樹林の調査コースを南北で分けた場合

　　　の 1コース当たりの観察個体数

日が昇った後の復路の調査風景



ツタを引っ張って取り除き、置き場に運搬


